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ら
か
ん
寺

だ
よ
り

秋
彼
岸
法
要
に

つ
い
て

◎
９
月
19
日
（
木
）、
午
前
11
時
よ
り
「
秋

彼
岸
入
り
法
要
」
を
行
い
ま
す
。

◎
９
月
22
日
（
日
）、
午
後
１
時
よ
り
、
無む

垢く

品し
な
住
職
に
よ
る
法
話
、
午
後
２
時
よ
り

「
秋
彼
岸
中
日
法
要
」
を
行
い
ま
す
。

◎
お
申
込
み
に
な
ら
れ
た
お
塔
婆
は
、
９

月
19
日
の
朝
、
羅
漢
寺
僧
侶
の
み
で
の
法

要
を
行
い
、
ご
回
向
い
た
し
ま
す
。
そ
の

後
、
霊
廟（
お
墓
）の
通
路
に
設
置
し
た
机

に
並
べ
て
お
き
ま
す
。

　

９
月
19
日
、
午
前
９
時
以
降
、
お
墓
参

り
さ
れ
た
と
き
に
、
お
名
前
を
確
認
し
、

霊
廟
（
お
墓
）
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
参
拝
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

   （
午
後
５
時
、
閉
門
）

　
お
焼
香
は
本
堂
内
で
行
い
ま
す
。

◎
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
申
込

み
に
な
ら
れ
た
お
塔
婆
の
名
前
（
施
主

名
・
故
人
の
戒
名
な
ど
）
が
違
う
、
申
し

込
ん
だ
塔
婆
が
無
い
な
ど
の
不
手
際
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
寺
務
所

ま
で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

◎
９
月
23
日
ま
で
に
お
墓
参
り
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
お
塔
婆
は
、
羅
漢
寺
職
員

が
霊
廟（
お
墓
）に
納
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

メニュー 価格改定のご案内

本年の「おせち料理」の 
予約・販売はお休みいたします
ご愛顧をいただいておりました、らかん亭特製

「おせち料理」ですが、2025年(令和7年)の「おせ
ち料理」の販売はお休みさせていただきます。

いつも当店をご利用いただき、厚く御礼申し上げます。
この度は、昨今の原材料の高騰と原油高に伴う輸送費の高騰などにより、2024年8月より

一部メニューの価格変更をさせていただくことをお知らせいたします。
お客様にはより良いお食事の提供をできるよう、企業努力を続けてまいりましたが、

先述する理由により、価格の維持が困難となりました。
大変心苦しいご案内となりますが、日頃より当店をご利用いただいております

皆様におかれましては、何卒ご理解くださいますようお願いいたします。

紫苑 10,450円（税込）

葵 8,500円（税込） 桔梗 6,820円（税込）

撫子 5,500円（税込）

牡丹 8,580円（税込） 椿 8,250円（税込）

らかん亭・茶屋からのお知らせ
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駐
車
場
が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
。
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
駐
車

場
の
空
き
待
ち
の
た
め
に
、
お
車
で
並
ば

れ
る
こ
と
は
近
隣
施
設
へ
の
迷
惑
と
な
り

ま
す
の
で
お
や
め
く
だ
さ
い
。
近
く
の
コ

イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
も
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
お
布
施
、
お
塔
婆
代
な
ど
の
銀
行
振
込

先
は
、「
み
ず
ほ
銀
行　

目
黒
支
店　

普

通
口
座　

０
９
８
４
９
９
８　

宗
教
法
人　

羅
漢
寺
」
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ら
か
ん
さ
ん
ま
つ
り

令
和
６
年
10
月
20
日（
日
）、
ら
か
ん
さ

ん
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
『
も
ち
つ
き
』『
も
ち
の
配
布
』
は
中
止
で
す
。

五
百
羅
漢
寺　

緊
急（
夜
間
）
電
話
番
号

「
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
」の

ご
案
内

夜
間
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
特
に

病
院
等
で
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
病
院
内

で
長
く
ご
遺
体
を
安
置
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
ご
遺
族
様
は
速
や
か
に
葬
儀

社
へ
搬
送
を
依
頼
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
五
百
羅
漢
寺
の
緊
急
（
夜
間
）
電
話

０
３
‒
３
７
９
２
‒
６
７
５
3
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

◆
五
百
羅
漢
寺 

緊
急（
夜
間
）窓
口

　
０
３‒３
７
９
２‒６
７
５
３

※
日
中（
9
時
～
17
時
）は
、
０
３
‒
３
７

９
２
‒
６
７
５
１ 

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
場
所

　
東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
３-

20-

11

　
天
恩
山
五
百
羅
漢
寺

◆
活
動
内
容

　
お
祭
り
、
ゲ
ー
ム
の
進
行
補
佐
な
ど

◆
活
動
日
程

　
令
和
６
年
10
月
20
日（
日
）９
時
～
16
時

◆
募
集
対
象

　
社
会
人
、
大
学
生
・
専
門
学
生
、
高
校
生

◆
支
給
物
品

　
昼
食
を
支
給
し
ま
す
。

◆
参
加
条
件

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
意
を
も
ち
、

　
健
康
で
元
気
な
方
。

［
お
願
い
］公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ら
か
ん
さ
ん
ま
つ
り

運
営
ス
タ
ッ
フ（
ボ
ラ
ン
ティ
ア
）募
集

◆
銀
行
名	

『
み
ず
ほ
銀
行
』

◆
店
名	

『
目
黒
支
店
』

◆
口
座	

『
普
通
口
座
』

◆
口
座
番
号	

『
０
９
８
４
９
９
８
』

◆
口
座
名
義	

『
宗
教
法
人　
羅
漢
寺
』

もしもの時から、お式のことそして新たな一歩をふみだす時まで
ずっと、ご一緒に ずっと、ささえてまいります

想心セレモニー株式会社

〈無料相談承ります〉
事前のご相談、ご葬儀のご相談
役所の手続き相談、49日法要のご相談
相続専門の税理士・行政書士によるご相談

̶私たちはチームで“安心”を考えます̶

0120-071-333(代)
■目黒店 目黒区下目黒3-16-5 TEL 03-3713-6761
■青梅店 青梅市河辺町9-4-35 TEL 0428-84-0742

みやこ　　　てん　　 れい

送る方の想いが伝わるお葬式を心掛けています
■事前相談・お見積は無料です ■24時間年中無休

◎御一報下されば直にお伺い致します。

株式
会社都典礼 0120-385-443

世田谷支店 〒155-0031 東京都世田谷区北沢3-2-16 松岡ビル1階

http://www.miyakotenrei.com

本社・八王子支店 042-636-3444
日野支店 042-585-7400

　
主
催
者
が
定
め
る
注
意
事
項
等
を
遵
守
し
、

　
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

◆
募
集
期
限

　
令
和
６
年
10
月
６
日
16
時
ま
で

◆
応
募
連
絡
先

　
ら
か
ん
さ
ん
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
係

　
０
３-

３
７
９
２-

６
７
５
１（
９
時
～
16
時
）

　
※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
報
酬
、

　
　
交
通
費
等
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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五百羅漢寺へご連絡下さい

お気軽に
お尋ね

ください

①「五百羅漢寺にお墓がある」　
②「五百羅漢寺の僧侶が読経（葬儀）をする」

最近、病院で亡くなられた際に紹介される葬儀社と 
お檀家様のトラブルが続いております。信頼のおける
葬儀社をご紹介いたしますので、ご連絡ください。

０３-３７９２-６７５１ 夜間受付 
０３-３７９２-６７５３

・葬儀社のご紹介、手配をさせていたただきます。
・皆さまで御手配される場合は、以下のことを葬儀社にお伝えください。

ご家族様に、もしものことがあったときは…

上記電話番号を、
携帯電話に
登録しておくと
便利です。

◆
ご
来
山
、お
墓
参
り
の
際
の

　

駐
車
場
に
つ
い
て
お
願
い

春
、秋
の
お
彼
岸
や
お
盆
、年
末
年
始
な
ど
大

法
要
や
行
事
の
際
は
、
駐
車
場
が
非
常
に
混
雑

い
た
し
ま
す
。
駐
車
場
の
空
き
を
お
待
ち
に
な
る

場
合
は
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
く
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
も
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
戒
名
に
つ
い
て

目
黒
霊
廟
に
納
骨
す
る
方
に
は
、
五
百
羅
漢

寺
か
ら
戒
名
を
お
授
け
し
ま
す
。

誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
戒
名
と
は
、
亡
く

な
っ
た
と
き
に
名
前
を
変
え
る
と
い
う
制
度
で
は

な
く
、
仏
教
徒
と
し
て
、
仏
さ
ま
の
弟
子
と
な
っ

た
証
に
い
た
だ
く
名
前
で
す
。
生
前
に
授
戒
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

五
百
羅
漢
寺
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
戒

名
を
、お
授
け
い
た
し
ま
す
。
生
前
の
授
戒
を
ご

希
望
の
方
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
霊
廟
の
お
供
物
に
つ
い
て

い
つ
も
、
目
黒
霊
廟
に
お
参
り
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
山
で
は
、お
供
物
・
お
供
花
の
傷
み
に
よ

る
、
に
お
い
や
汚
れ
な
ど
の
衛
生
面
を
考
慮

し
、
お
参
り
の
日
か
ら
３
日
目
に
、
お
供
物
・

お
供
花
を
下
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
よ
り
も
長
い
期
間
、お
供
物
・
お
供

花
を
飾
っ
て
お
き
た
い
、
と
い
う
方
は
、
寺
務

所
へ
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

気
持
ち
よ
く
霊
廟
を
お
参
り
い
た
だ
く
た

め
、い
つ
も
き
れ
い
な
霊
廟
を
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
、感
謝
い
た
し

ま
す
。

今
期
も
、左
記
の
皆
さ
ま
よ
り
修
復
基
金
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ

ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◆
ご
芳
名（
敬
称
略
・
受
付
順
）

杉
並
区　
古
山 

ひ
ろ
し

東
京
都　
柿
澤 

薫

目
黒
区　
荻
須 

邦
博

目
黒
区　
林 

政
代

「
祈
り
の
継
承
」  Idea W

orks.P

ら
か
ん
寺
か
ら
お
知
ら
せ

ら
か
ん
さ
ん
修
復
寄
進
につい
て

御法事の返礼品、お中元、お歳暮などにご利用いただけます。
岩手県産SPF特選銘柄豚「岩中豚」ロース、銀ダラ、

サーモンの三種の味噌漬け、「めぐろ土産認定品」
海苔の佃煮(柚子胡椒風味) 。すべて、らかん亭の自家製です。

味噌漬けは加熱済みの商品を真空パックしておりますので、
温めて、すぐにお召し上がりいただけます。

Ａセット １００００円（税込）

［内容］
● 岩中豚ロース肉味噌漬け３枚
● 銀だら味噌漬け３枚
● サーモン味噌漬け３枚
● 海苔の佃煮（柚子胡椒風味）１瓶

らかん亭謹製「ひと品」

Ｂセット 7000円（税込）

［内容］
● 岩中豚ロース肉味噌漬け３枚
● サーモン味噌漬け２枚
● 海苔の佃煮（柚子胡椒風味）１瓶

お問い合わせはらかん亭まで

☎０３-３７９２-７５４５（11：00〜17：00 月曜定休/振休あり）
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千代田路子写真集
「五百羅漢修復  祈りの継承」 発刊

■A4変形（H280×W200）
■表紙、見返し、本文100P
■デジタル印刷（4C）
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「
現
在
、
私
た
ち
が
寺
院
や
博
物
館
で
目
に

す
る
仏
像
は
、
実
は
過
去
に
幾
度
か
の
修
理

を
受
け
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。」

長
井
武
志
氏
の
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私

は
仏
像
は
人
の
手
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
修
復

さ
れ
な
け
れ
ば
壊
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
仏
像
修
復
に
つ
い
て
多
く
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、 

写
真
集

と
い
う
形
に
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
写
真
集
に
は
、修
復
に
つ
い
て
の
、修

復
家
・
長
井
武
志
氏
の
解
説
、
五
百
羅
漢
寺

執
事
の
堀
研
心
氏
の
羅
漢
寺
と
羅
漢
像
に
つ

い
て
の
紹
介
、
そ
し
て
、
写
真
評
論
家
の
上

野
修
氏
に
作
品
に
つ
い
て
の
評
論
を
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
点
数
80
点
、
１
０
０
P
の
充
実
し
た

内
容
の
、
美
し
く
端
正
な
写
真
集
に
仕
上
が

り
ま
す
。（
千
代
田
路
子
）


